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緩和ケア協会理事、日本緩和医療学会理事、日本死の臨床研究会常任世話人。
これまでの著作に、『がんの痛みを癒す』（小学館、1996年）。『成人看護学─慢性
期看護緩和・ターミナルケア』（日本放射線技師会出版会、2007年）、『臨床緩和
ケア　改訂3版』（青海社、2013年）。

恒藤 暁 つねとう・さとる
京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻／京都大学医学部附属病
院 緩和医療科
1985年筑波大学医学専門学群卒業後、1993年に英国St Christopher’s Hospice
に研修。
淀川キリスト教病院ホスピス長、大阪大学大学院人間科学研究科 臨床死生学
講座助教授、大阪大学大学院医学系研究科 緩和医療学寄附講座教授を経て、
2016年より現職。
モントリオールで2008年に開催された国際緩和ケア学会において、Whole Person 
Careとマインドフルネスに出会い、その実践と教育に取り組んでいる。

朴 順禮 ぱく・すんれ
慶應義塾大学 看護医療学部 専任講師
2001年より慶應義塾大学看護医療学部助教、武蔵野大学心理臨床センター研
究員を経て、2008年より現職。看護師・臨床心理士。
現在、看護学生の教育および慶應義塾大学病院緩和ケアチームのメンバーとして、
外来がん患者へのカウンセリングを担当している。専門はサイコオンコロジー、緩和
ケア。

橋本一径 はしもと・かずみち
早稲田大学文学学術院 教授
1974年生まれ。東京大学文学部思想文化学科卒業。フランス・ナント大学理工学
部DEA課程修了。東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了。愛知工科
大学講師を経て、2012年より現職。専攻は表象文化論。これまでの著作に『指紋
論─心霊主義から生体認証まで』（青土社、2010年）など。訳書として、J=N・ミサ、
P・ヌーヴェル編『ドーピングの哲学』（新曜社、2017年）など多数。

藤澤大介 ふじさわ・だいすけ
慶應義塾大学医学部精神神経科／緩和ケアセンター専任講師
1998年慶應義塾大学卒。横浜市立市民病院、桜ヶ丘記念病院などを経て、2010
年、国立がん研究センター東病院精神腫瘍科医長、2013年Massachusetts 
General Hospital精神腫瘍・行動科学部門研究員、2014年より現職。
専門はコンサルテーション・リエゾン精神医学、老年精神医学、認知行動療法。
これまでの著作に、『ミーニング・センタード・サイコセラピー─がん患者のための個
人精神療法：人生の意味に焦点を当てた精神療法』（共訳、河出書房新社、2017
年）、『がん患者心理療法ハンドブック』（共訳、医学書院、2013年）、『専門家に相
談する前のメンタルヘルス・ファーストエイド─こころの応急処置マニュアル』（共訳、
創元社、2011年）、『自分でできるマインドフルネス』（創元社）、『認知行動療法実
践テキスト─基礎から応用まで』（共訳、星和書店、2015年）、『自傷行為救出ガイ
ドブック─弁証法的行動療法に基づく援助』（共訳、星和書店、2011年）、『短期
精神療法の理論と実際』（共訳、星和書店、2011年）など多数。

藤田一照 ふじた・いっしょう
曹洞宗国際センター
1954年、愛媛県生まれ。東京大学教育学部教育心理学科を経て、大学院で発達
心理学を専攻。院生時代に坐禅に出会い深く傾倒。1982年、博士課程を中退し
禅道場に入山、1987年、師の命を受けて渡米。以来17年半にわたってマサチュー
セッツ州ヴァレー禅堂で住持をつとめる。近隣の大学や瞑想センターでも禅の講義
や坐禅指導を行う。2005年に帰国し、現在、神奈川県葉山を中心に坐禅の研究、
指導にあたっている。2010年より曹洞宗国際センター所長。
これまでの著作に『現代坐禅講義─只管打坐への道』（佼成出版社、2012年）、共
著に『アップデートする仏教』（幻冬舎新書、2013年）、『あたらしいわたし』、『安泰寺
禅僧対談』（以上共著、佼成出版社、2012年）、『禅の教室』（共著、中公新書、
2016年）、『〈仏教3.0〉を哲学する』（共著、春秋社、2016年）、『青虫は一度溶けて
蝶になる』（共著、春秋社、2017年）、など多数。

藤野正寛 ふじの・まさひろ
京都大学大学院 教育学研究科 博士後期課程
日本学術振興会 特別研究員
1978年生まれ。2004年神戸大学経営学部卒業後、シスメックス株式会社で7年間
経営企画管理の仕事に従事。2012年に京都大学教育学部に編入学。その後、京
都大学大学院教育学研究科博士前期課程を経て、2014年より現職。専門は、瞑
想の認知神経心理学。

村川治彦 むらかわ・はるひこ
関西大学人間健康学部 人間健康学科
1963年大阪府生まれ。1986年東京大学文学部宗教学宗教史学科卒。カリフォル
ニア統合学大学院（California Institue of Integral Studies）East-West 
Psychology修士課程を経て、2002年同大学院Integral Studies博士課程修了。
2006年立命館大学非常勤講師、2008年関西大学文学部准教授を経て2014年よ
り現職。専門は身体教育学、応用健康科学
論文として、「経験を記述するための言語と論理─身体論からみた質的研究」『看
護研究』第45巻第4号324-336頁（医学書院、2012）、「知の探求と『統合医療』に
おけるソマティクスの役割」『ソマティクス心理学への招待ー身体と心のリベラルアー
ツを求めて』久保隆司・日本ソマティック心理学協会編33-44頁 （コスモス・ライブラ
リー、2015）、「アメリカのホスピス運動の歴史と現在－死のケアの最前線としての仏
教系ホスピス」『こころケア』第9巻2号　124～131頁（日総研　2006）などがある。

森 玄 もり・たかし
練馬光が丘病院 薬剤室
1973年京都生まれ。1997年明治薬科大学卒。2003年山王メディカルプラザ薬剤
室において化学療法に携わる。2005年国際医療福祉大学附属三田病院 薬剤部、
2009年杏雲堂病院 化学療法部などを経て、2014年より現職。また、2007年より
NPO法人 がん情報局 事務局長を務める。専門は乳がん化学療法。
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